
三
木
　
聰
著

『
明
清
福
建
農
村
社
会
の
研
究
』

田
口
　
宏
二
朗

　
分
厚
い
本
で
あ
る
。
明
清
福
建
史
と
い
う
局
限
さ
れ
た
フ
ィ
ー
ル
ド
よ
り
、

か
く
も
豊
富
な
実
証
成
果
を
着
実
に
紡
ぎ
出
さ
れ
て
き
た
著
者
に
対
し
、
心

よ
り
侃
服
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
周
知
の
如
く
、
明
清
期
中
国
史
研
究
に
お
い
て
、
　
一
研
究
者
が
「
一
地

域
」
へ
と
分
析
対
象
を
特
化
さ
せ
る
こ
と
は
、
既
に
有
効
な
戦
略
の
一
つ
と

し
て
定
着
し
て
い
る
。
そ
の
背
景
と
し
て
、
当
時
の
「
中
国
」
全
体
を
ひ
と

し
な
み
に
自
明
の
研
究
枠
組
み
と
し
て
固
定
化
す
る
こ
と
へ
の
、
強
い
懐
疑

が
存
在
す
る
。
と
同
時
に
、
膨
大
な
漢
籍
（
新
発
見
史
料
も
含
め
）
を
集
中

的
に
渉
猟
・
分
析
す
る
た
め
に
は
、
時
代
や
地
域
を
限
定
し
た
上
で
の
作
業

が
要
請
さ
れ
る
こ
と
も
、
消
化
す
べ
き
先
行
研
究
の
厚
み
や
限
り
あ
る
時
間

を
考
慮
す
れ
ば
、
こ
れ
ま
た
当
然
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　
著
者
の
三
木
氏
は
、
明
清
期
の
福
建
に
自
ら
の
考
察
対
象
を
特
化
さ
せ
た

研
究
者
で
あ
る
。
氏
の
既
発
表
論
文
を
集
成
し
た
本
書
の
特
徴
は
、
三
点
あ

る
。
一
つ
は
、
本
書
の
標
題
か
ら
も
窺
え
る
よ
う
に
、
「
福
建
」
と
い
う
、

僑
郷
と
し
て
は
名
高
い
が
些
か
（
江
南
に
比
し
て
）
マ
イ
ナ
ー
．
な
地
域
か
ら
、

敢
え
て
当
時
の
明
清
中
国
史
を
掘
り
下
げ
ん
と
試
み
た
こ
と
。
第
二
に
、
特

に
日
常
的
抗
租
（
小
作
料
不
払
い
）
、
つ
ま
り
朝
野
の
耳
目
を
集
め
た
「
農

民
起
義
」
で
は
な
く
、
日
々
の
生
活
世
界
に
埋
め
込
ま
れ
た
「
民
衆
抗
議
」

に
光
を
当
て
た
…
リ
ュ
ー
デ
が
「
固
有
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
」
を
強
調
し
た

の
と
は
ま
た
異
な
る
意
味
で
　
　
こ
と
。
第
三
に
、
以
上
の
抗
租
分
析
に
際

し
て
、
単
な
る
事
態
推
移
の
記
述
や
外
形
的
行
動
論
理
に
比
ま
ら
ず
、
当
時

の
物
流
／
基
層
社
会
構
造
・
王
朝
に
よ
る
法
操
作
的
対
応
・
抗
租
当
事
者
の

心
性
と
い
う
、
斯
界
で
も
既
に
市
民
権
を
獲
得
し
て
い
る
範
疇
を
意
欲
的
に

幅
広
く
取
り
込
ん
だ
こ
と
、
以
上
で
あ
る
。
本
書
の
構
成
は
以
下
の
通
り

（
副
題
略
）
。

　
序

　
第
一
部
　
抗
言
と
福
建
農
村
社
会
　
第
～
章
　
明
末
以
降
の
福
建
に
お
け

　
　
　
　
　
る
抗
租
の
展
開
　
／
第
二
章
雍
正
年
間
の
崇
安
県
に
お
け
る

　
　
　
　
抗
租
の
展
開
　
／
第
三
章
　
抗
租
と
竪
米
　
／
第
四
章
　
沙
県

　
第
二
部
　
抗
租
と
明
清
国
家
　
第
五
章
　
清
代
前
期
福
建
の
抗
租
と
国
家

　
　
　
　
権
力
　
／
第
六
章
　
抗
租
と
法
・
裁
判

　
第
三
部
　
保
甲
制
と
福
建
郷
村
社
会
　
第
七
章
　
明
末
の
福
建
に
お
け
る

　
　
　
　
　
保
甲
制
の
．
展
開
／
第
八
霊
長
関
・
膝
頭
か
ら
郷
保
・
約

　
　
　
　
　
地
・
約
練
へ
　
／
附
篇
　
明
代
里
老
人
制
の
再
検
討

　
第
四
部
図
頼
と
伝
統
中
国
社
会
第
九
章
抗
租
と
図
頼
／
第
十
章

　
　
　
　
　
軽
生
図
頼
考
／
第
十
一
章
伝
統
中
国
に
お
け
る
智
識
の
構

　
　
　
　
　
図

　
結
語

　
以
下
、
本
書
を
実
際
に
手
に
取
っ
た
こ
と
の
な
い
読
者
の
た
め
に
ご
く
簡

略
な
内
容
紹
介
を
試
み
る
。

　
「
序
」
で
は
ま
ず
、
従
来
の
明
清
社
会
経
済
史
研
究
を
回
顧
し
た
上
で
、

本
書
全
体
の
テ
ー
マ
が
示
さ
れ
る
。
戦
後
明
清
史
に
て
「
社
会
構
成
の
非
可
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評書

痴
的
展
開
」
の
一
環
と
し
て
注
目
さ
れ
た
抗
租
闘
争
に
関
し
、
重
田
徳
・
小

山
正
明
・
田
中
正
俊
・
濱
島
真
柱
・
森
正
夫
ら
の
研
究
成
果
を
踏
ま
え
つ
つ
、

旧
来
の
研
究
で
は
充
分
に
解
明
さ
れ
な
か
っ
た
課
題
群
と
し
て
、
著
者
は
以

下
の
も
の
を
設
定
す
る
。
①
江
南
地
域
の
事
例
を
重
点
的
に
扱
っ
た
従
来
の

抗
租
研
究
に
対
し
、
福
建
の
「
社
会
経
済
的
」
な
「
地
域
的
特
性
」
に
即
す

れ
ば
、
ど
の
よ
う
な
抗
租
像
を
新
た
に
に
描
き
う
る
か
、
②
「
国
家
権
力
」

と
虫
魚
の
問
題
、
つ
ま
り
明
清
王
朝
に
固
有
の
法
制
度
／
郷
村
シ
ス
テ
ム
と

抗
論
と
の
関
連
性
は
い
か
な
る
も
の
か
、
さ
ら
に
、
③
先
行
研
究
で
強
調
さ

れ
た
「
発
展
的
側
面
」
に
対
置
さ
れ
る
「
伝
統
中
国
の
〈
持
続
〉
的
賢
愚
」
。

そ
の
｛
例
と
し
て
、
抗
租
闘
争
の
中
で
し
ば
し
ば
見
ら
れ
た
「
図
頼
」
（
親

族
等
の
死
骸
を
活
用
し
て
敵
対
相
手
を
窮
地
に
追
い
込
む
行
為
）
の
行
動
論

理
は
何
で
あ
っ
た
か
。
課
題
①
が
本
書
の
第
一
部
の
内
容
に
、
②
は
第
二
・

三
部
に
、
③
は
第
四
部
に
そ
れ
ぞ
れ
反
映
さ
れ
る
。

　
第
［
章
「
明
末
以
降
の
福
建
に
お
け
る
抗
租
の
展
開
」
で
は
、
　
一
六
世
紀

～
一
九
世
紀
に
お
け
る
福
建
で
の
抗
租
の
あ
り
方
を
通
時
的
に
描
く
。
①
｝

六
世
紀
以
降
、
商
業
的
農
業
の
導
入
・
商
業
資
本
の
進
出
を
通
じ
、
従
来
の

牧
歌
的
な
地
主
…
佃
戸
関
係
が
解
体
、
福
建
各
地
に
て
佃
租
（
小
作
料
）
不

払
い
の
風
潮
が
観
察
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
、
②
清
代
に
入
る
と
、
華

中
南
に
特
有
な
重
層
的
土
地
占
膚
形
態
巨
＝
田
両
主
」
（
収
租
／
納
税
主
体

一
土
地
経
営
主
体
の
分
離
）
慣
行
を
利
用
し
た
豊
年
不
払
い
が
一
般
化
す
る

こ
と
、
以
上
の
状
況
が
数
多
の
地
方
志
史
料
を
基
に
活
き
活
き
と
再
現
さ
れ

る
。
こ
こ
に
、
本
書
の
田
頭
を
飾
る
本
章
に
お
い
て
、
「
地
域
の
特
性
」
「
長

期
持
続
」
と
い
う
互
い
に
相
重
な
る
論
点
が
、
鮮
明
に
示
さ
れ
る
こ
と
に
な

る
。　

第
二
章
「
雍
正
年
間
の
崇
安
県
に
お
け
る
抗
心
の
展
開
」
で
は
、
分
析
対

象
は
さ
ら
に
絞
り
込
ま
れ
る
。
雍
正
当
田
津
安
門
々
隔
風
俗
条
に
付
さ
れ
た

割
註
文
に
対
す
る
分
析
を
軸
に
、
著
者
は
一
八
世
紀
前
半
期
の
福
建
北
部
山

区
に
お
け
る
農
村
社
会
の
諸
相
を
逸
り
出
す
。
同
地
で
は
、
明
末
以
降
拡
が

っ
て
き
た
一
田
両
主
慣
行
、
及
び
明
末
清
初
期
の
軍
事
的
動
乱
に
伴
う
土
地

所
有
関
係
の
錯
綜
を
最
大
限
利
用
し
つ
つ
、
佃
戸
に
よ
る
佃
租
滞
納
・
及
び

立
ち
退
き
要
求
に
抗
す
る
居
座
り
（
「
覇
耕
」
）
の
風
潮
が
広
く
見
ら
れ
た
。

こ
の
背
景
に
、
在
地
の
「
土
豪
」
に
よ
る
農
村
金
融
の
｝
般
化
、
地
主
の
都

市
居
住
に
伴
う
土
地
経
営
か
ら
の
遊
離
・
収
租
の
困
難
化
と
い
う
趨
勢
を
著

者
は
読
み
取
る
。
そ
し
て
こ
れ
ら
の
「
土
豪
」
と
は
、
「
問
屋
制
的
前
貸
」

を
通
じ
て
佃
戸
層
と
強
い
紐
帯
を
有
し
、
産
米
地
・
崇
安
か
ら
の
米
穀
搬
出

を
担
っ
た
「
商
業
資
本
」
で
あ
る
こ
と
、
官
憲
は
郷
約
・
保
甲
と
い
っ
た
地

方
管
理
組
織
を
通
じ
、
こ
う
し
た
小
作
料
不
払
い
に
伴
う
紛
争
に
（
不
充
分

な
が
ら
）
介
入
を
試
み
た
こ
と
、
な
ど
が
明
ら
か
と
な
る
。

　
特
に
こ
こ
で
触
れ
ら
れ
た
土
地
経
営
・
米
穀
流
通
の
問
題
か
ら
、
福
建
に

お
け
る
抗
租
闘
争
の
｝
側
薗
を
切
り
取
る
の
が
第
三
章
「
抗
租
と
阻
米
」
で

あ
る
。
福
建
沿
海
都
を
中
心
と
し
た
煙
草
・
葦
簾
な
ど
商
品
作
物
栽
培
の
進

展
に
伴
い
、
明
末
以
降
の
当
地
に
お
い
て
は
全
般
的
な
米
穀
不
足
に
悩
ん
で

い
た
。
都
市
部
に
居
住
す
る
地
主
・
商
人
ら
の
主
穀
持
ち
出
し
（
小
作
料
・

債
権
回
収
）
に
対
し
、
佃
戸
側
は
「
阻
米
扁
（
主
穀
搬
出
の
阻
止
）
と
い
う

手
段
を
通
じ
て
抵
抗
す
る
。
嘗
て
重
田
徳
が
着
目
し
た
「
地
主
市
場
」
構
造

の
も
と
、
福
建
で
も
阻
米
・
新
米
が
抗
租
闘
争
の
一
環
と
し
て
餅
代
後
期
に

至
る
ま
で
行
わ
れ
た
と
結
論
付
け
る
。
た
だ
重
田
に
よ
り
階
級
間
対
立
と
い

う
文
脈
で
読
み
込
ま
れ
て
い
た
「
阻
米
」
に
つ
い
て
、
本
書
で
は
、
佃
戸
ら

が
居
住
す
る
地
域
内
（
「
本
境
一
）
で
の
飯
米
確
保
と
い
う
観
念
が
、
著
者
に

よ
り
強
調
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
商
品
生
産
の
広
範
な
展
開
と
米
穀
需
給
の
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逼
迫
、
槍
米
風
潮
と
こ
れ
に
対
す
る
王
朝
の
局
地
的
な
食
糧
政
策
に
つ
い
て

は
、
リ
リ
ア
ン
目
り
や
パ
ー
デ
ュ
、
エ
テ
ィ
エ
ン
ヌ
目
ヴ
ィ
ル
な
ど
欧
米
の
研

究
者
た
ち
に
よ
り
同
時
並
行
的
に
分
析
が
深
め
ら
れ
て
い
る
。

　
抗
租
／
阻
米
の
広
域
な
展
開
・
米
穀
流
通
構
造
を
分
析
し
た
第
三
章
に
対

し
、
第
四
章
「
沙
県
」
で
は
著
者
の
目
は
再
び
局
所
に
注
が
れ
る
。
第
二
章

で
扱
わ
れ
た
崇
安
と
同
様
、
福
建
北
部
の
山
区
に
位
置
す
る
沙
蚕
は
、
沿
海

豊
年
州
へ
水
運
を
通
じ
て
米
穀
を
移
出
す
る
産
米
区
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、

県
議
を
申
心
と
し
て
県
内
各
地
に
市
（
毎
日
帯
・
常
設
店
舗
）
・
櫨
（
定
期

市
）
が
分
布
し
、
こ
れ
ら
中
級
市
場
町
・
標
準
市
場
町
を
舞
台
と
し
て
現
地

商
入
・
安
徽
商
人
・
山
西
商
人
・
江
西
商
人
ら
が
活
躍
し
て
い
た
様
相
が
活

写
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
商
人
や
地
主
た
ち
が
営
む
河
川
中
の
精
米
施
設

（「

?
碓
」
）
を
め
ぐ
っ
て
尖
鋭
化
す
る
社
会
問
題
、
前
章
で
扱
わ
れ
た
「
阻

米
」
暴
動
の
与
件
た
る
こ
う
し
た
複
数
ア
ク
タ
ー
間
の
機
能
的
結
び
つ
き
が
、

数
多
の
史
料
・
ヴ
ィ
ヴ
ィ
ッ
ド
な
具
体
像
と
共
に
描
か
れ
て
い
る
。

　
一
方
、
第
五
章
以
下
の
二
章
で
は
、
抗
租
風
潮
に
対
す
る
王
朝
・
官
憲
側

の
対
応
を
追
う
。
雍
正
五
（
一
七
二
七
）
年
に
清
朝
中
央
よ
り
出
さ
れ
た
い

わ
ゆ
る
「
抗
租
禁
止
条
例
」
は
、
嘗
て
様
々
な
文
脈
で
解
釈
さ
れ
て
き
た
。

尖
鋭
な
階
級
闘
矛
盾
の
緩
和
策
・
地
主
利
害
の
保
障
と
い
う
立
法
意
図
が
看

取
さ
れ
る
場
合
も
あ
り
（
李
文
治
）
、
或
い
は
佃
戸
層
へ
の
人
身
支
配
を
放

棄
す
る
～
方
で
、
地
主
的
土
地
所
有
を
不
可
欠
の
構
成
要
素
と
す
る
社
会
編

成
へ
と
シ
フ
ト
し
て
ゆ
く
清
朝
国
家
（
重
田
徳
）
・
王
朝
が
地
主
に
代
わ
っ

て
佃
戸
を
支
配
せ
ん
と
す
る
意
義
（
小
島
晋
治
）
な
ど
、
明
清
「
国
家
構

造
」
論
に
関
わ
る
見
解
が
こ
の
史
料
を
め
ぐ
り
提
出
さ
れ
て
き
た
。
著
者
は

新
た
に
族
譜
・
楷
案
史
料
を
用
い
つ
つ
、
順
荘
編
里
法
実
施
後
の
福
建
農
村

に
て
佃
戸
の
直
接
納
税
・
こ
れ
に
付
随
す
る
地
主
－
佃
戸
間
の
土
地
領
有
を

め
ぐ
る
係
争
、
佃
租
の
取
立
て
／
小
作
人
取
替
え
（
「
丁
零
」
）
／
度
蚤
衡
の
あ

り
方
に
ま
で
肌
理
細
か
く
関
与
を
行
う
地
方
富
衙
や
「
喜
劇
」
（
在
地
治
安

機
構
）
等
の
具
体
像
を
、
鮮
や
か
に
描
き
上
げ
る
。
こ
こ
で
は
、
地
主
－
佃

戸
関
係
の
維
持
を
志
向
し
・
積
極
的
に
介
入
せ
ん
と
す
る
体
制
が
、
す
ぐ
れ

て
明
澄
清
初
的
な
状
況
の
中
で
生
成
さ
れ
た
点
が
強
調
さ
れ
る
。
こ
れ
に
関

連
し
て
、
重
田
徳
に
よ
る
門
清
朝
匡
地
主
国
家
」
1
地
主
的
土
地
所
有
が

容
認
さ
れ
て
以
降
、
租
税
の
性
格
が
変
化
（
「
地
代
の
一
分
肢
と
化
」
）
す
る

　
　
と
い
う
理
解
は
一
面
的
な
も
の
で
あ
り
、
「
抗
租
禁
止
条
例
」
は
実
際

に
は
、
地
主
の
税
糧
滞
納
に
直
結
す
る
欠
租
風
潮
の
～
般
化
を
危
惧
す
る
王

朝
中
央
の
姿
勢
を
示
す
に
過
ぎ
な
い
、
と
の
結
論
が
導
か
れ
る
［
第
五
章

「
清
代
前
期
福
建
の
抗
租
と
国
家
権
力
b
。
同
様
に
、
著
者
の
批
判
の
気
先

は
「
抗
租
禁
止
条
例
」
に
関
す
る
旧
来
の
条
文
解
釈
に
も
向
か
う
。
嘗
て
重

田
徳
よ
り
地
主
1
1
国
家
支
配
構
造
が
貫
徹
さ
れ
る
画
期
と
し
て
捉
え
ら
れ
た

同
条
例
を
め
ぐ
り
、
著
者
は
、
①
抗
租
禁
止
の
条
項
が
、
特
権
地
主
の
佃
戸

に
対
す
る
私
刑
を
禁
じ
た
条
例
制
定
の
後
に
、
地
主
－
佃
戸
間
の
バ
ラ
ン
ス

を
期
す
も
の
と
し
て
付
加
さ
れ
た
に
過
ぎ
な
い
こ
と
、
②
抗
租
に
対
す
る

「
杖
八
十
」
と
い
う
体
刑
は
、
読
響
以
降
の
「
不
応
罪
律
」
（
州
県
レ
ベ
ル

で
処
理
さ
れ
る
案
件
に
対
す
る
、
汎
用
性
の
高
い
取
締
条
項
）
の
適
用
対
象

の
拡
大
を
背
景
と
し
て
い
る
こ
と
、
③
「
抗
命
禁
止
条
例
」
は
、
雍
正
五
年

以
降
も
殆
ど
の
地
方
官
に
よ
っ
て
参
照
さ
れ
て
は
お
ら
ず
、
ま
た
抗
租
禁
圧

の
実
質
的
効
果
も
な
か
っ
た
点
を
明
ら
か
に
す
る
［
第
六
章
「
抗
租
と
法
・

裁
判
」
］
。
な
お
、
以
上
の
二
章
に
亘
る
論
考
は
、
高
橋
芳
郎
の
身
分
法
研
究

と
並
び
、
斯
界
で
も
一
時
代
を
画
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
第
七
章
「
明
末
の
福
建
に
お
け
る
保
甲
信
の
展
開
」
・
第
八
章
「
長
薯
・

斗
頭
か
ら
郷
里
・
量
地
・
約
練
へ
」
・
附
置
「
明
代
里
老
人
制
の
再
検
討
」
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評書

で
は
、
抗
租
風
潮
の
舞
台
た
る
福
建
農
村
で
の
、
裁
判
／
治
安
維
持
制
度
や

社
会
組
織
の
側
面
か
ら
切
り
込
み
を
図
る
。
明
代
中
国
の
農
村
各
地
で
は
、

明
初
の
里
甲
－
里
老
人
制
が
明
後
期
以
降
は
保
甲
－
確
約
制
へ
と
制
度
的
変
容

を
遂
げ
る
。
～
六
世
紀
以
降
の
十
段
錦
・
一
条
漁
法
と
い
っ
た
税
役
制
改
革

を
通
じ
て
、
福
建
農
村
で
は
旧
来
の
里
甲
制
を
通
じ
た
徳
役
供
出
は
消
滅
し

つ
つ
あ
っ
た
。
半
煮
地
主
の
徳
役
忌
避
や
、
旧
来
の
里
長
・
里
老
人
を
申
核

と
し
た
在
地
の
秩
序
維
持
組
織
／
社
会
関
係
の
解
体
と
相
侯
っ
て
、
里
古
制

に
代
わ
り
「
現
実
の
郷
村
・
郷
民
を
把
握
す
る
」
シ
ス
テ
ム
と
し
て
福
建
農

村
で
は
や
が
て
保
甲
制
が
登
場
す
る
。
こ
の
新
た
な
治
安
維
持
制
度
の
担
い

手
は
、
退
職
官
僚
や
轟
轟
／
挙
人
層
で
あ
っ
た
が
、
里
甲
制
を
基
盤
と
し
た

そ
れ
と
異
な
り
、
成
員
に
は
「
裁
判
権
・
刑
罰
権
扁
が
与
え
ら
れ
て
い
な
か

っ
た
。
こ
れ
ら
の
状
況
は
、
当
時
の
「
邪
教
」
・
「
火
盗
」
の
跳
梁
や
、
佃
戸

層
に
よ
る
抗
租
・
槍
米
風
潮
の
一
般
化
に
直
面
し
た
、
田
紳
層
の
「
国
家
権

力
と
の
一
体
化
」
、
そ
の
反
面
と
し
て
「
国
家
権
力
の
郷
村
内
部
へ
の
介
入

の
強
化
」
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
［
第
七
章
］
。
ま
た
、
明
清

遅
引
の
変
動
期
に
は
、
福
建
北
部
の
山
区
農
村
で
は
「
長
関
・
斗
頭
」
と
い

う
自
衛
組
織
が
形
成
さ
れ
た
が
、
清
朝
政
権
の
安
定
に
伴
い
、
や
が
て
明
宋

以
降
の
保
甲
・
郷
約
に
淵
源
す
る
「
証
約
・
郷
保
・
地
保
」
等
の
様
々
な
名

称
を
も
つ
郷
村
制
度
に
収
轍
さ
れ
て
い
く
［
第
八
章
］
。
こ
の
第
七
章
で
触

れ
ら
れ
た
里
長
－
里
老
人
裁
判
シ
ス
テ
ム
に
関
し
て
は
、
「
国
家
理
念
と
し
て

の
」
里
老
人
制
が
旧
来
の
在
地
で
の
紛
争
調
停
・
「
共
同
体
的
制
裁
」
を
取

り
込
む
形
で
洪
武
二
七
（
一
三
九
四
）
年
に
成
立
し
た
こ
と
、
一
方
「
実

態
」
と
し
て
は
一
五
世
紀
段
階
で
既
に
「
理
念
」
か
ら
の
乖
離
が
生
じ
、
里

老
人
の
調
解
／
教
戒
の
場
た
る
「
三
明
亭
」
自
体
が
王
朝
の
規
定
通
り
に
は

設
置
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
、
そ
の
内
部
で
行
わ
れ
る
裁
判
は
、
一
貫
し
て
地

域
リ
ー
ダ
ー
に
よ
る
「
調
停
」
的
性
格
を
濃
厚
に
帯
び
て
お
り
、
こ
の
構
造

は
閉
館
以
降
の
郷
約
・
保
甲
体
制
に
お
い
て
も
持
続
し
て
い
た
こ
と
、
が
明

ら
か
に
さ
れ
る
［
附
篇
］
。
な
お
、
こ
の
「
理
合
学
実
態
乖
離
」
論
に
対
し
て

出
さ
れ
た
、
　
一
六
世
紀
儲
蓄
で
は
「
実
態
」
と
し
て
老
人
に
よ
る
裁
判
／
調

解
が
存
在
し
た
と
す
る
中
島
楽
章
の
批
判
を
踏
ま
え
、
反
批
判
を
展
開
し
て

い
る
が
［
書
論
］
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
評
者
は
以
下
の
ス
タ
ン
ス
を
採

る
。
①
両
者
の
分
岐
自
体
は
徽
州
－
福
建
問
の
「
地
域
間
格
差
」
レ
ベ
ル
の

議
論
で
処
理
で
き
な
い
か
。
②
た
だ
、
「
理
念
（
制
度
）
－
実
態
」
と
い
う
二

項
対
立
は
必
ず
し
も
万
能
で
は
な
い
。
そ
も
そ
も
「
理
念
（
制
度
）
」
「
実

態
」
自
体
が
、
既
に
自
明
の
概
念
で
は
な
く
、
数
多
の
問
題
系
を
内
包
し
て

い
る
か
ら
で
あ
る
（
た
だ
こ
こ
で
は
こ
の
問
題
へ
の
深
入
り
を
避
け
、
後
考

を
期
し
た
い
）
。

　
続
く
第
九
章
「
二
塁
と
図
頼
」
以
下
の
各
章
、
い
わ
ゆ
る
一
連
の
「
図

説
」
も
の
は
、
も
は
や
著
者
の
独
壇
場
と
も
い
え
る
部
分
。
明
末
以
降
の
地

主
－
佃
戸
問
な
ど
の
闘
争
に
お
い
て
は
、
相
手
側
（
特
に
地
主
）
の
譲
歩
を

引
き
出
す
有
効
な
方
策
と
し
て
、
身
近
な
者
の
死
骸
（
自
殺
・
故
殺
・
病
死

を
問
わ
ず
）
を
担
ぎ
出
し
て
相
手
を
脅
迫
す
る
風
潮
が
広
く
見
ら
れ
た
。
著

者
は
華
中
南
地
域
に
お
け
る
図
頼
行
為
の
事
例
を
挿
絵
付
報
刊
・
地
方
志
史

料
・
血
書
や
裁
判
史
料
な
ど
を
駆
使
し
て
博
捜
、
こ
の
捨
て
身
の
行
為
が
、

①
両
当
事
者
間
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
量
し
て
事
件
処
理
を
図
る
地
方
官
衙
、
②

生
－
死
を
必
ず
し
も
断
絶
と
は
捉
え
ぬ
死
生
観
を
前
提
と
し
て
発
生
し
た
と

論
じ
る
。
な
お
、
①
の
司
法
上
の
取
り
扱
い
を
め
ぐ
っ
て
細
か
に
分
析
を
加

え
る
の
が
、
第
十
章
「
軽
愚
図
引
考
」
で
あ
る
。
明
清
期
の
律
に
は
、
「
威

逼
人
致
死
」
な
る
一
条
が
あ
り
、
紛
争
の
結
果
、
他
者
を
自
尽
に
ま
で
追
い

込
ん
だ
場
合
の
罰
則
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。
中
国
各
地
に
お
い
て
広
範
に
見
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ら
れ
た
図
頼
行
為
に
際
し
て
は
、
死
者
の
関
係
者
は
概
ね
「
威
逼
」
条
を
念

頭
に
置
き
つ
つ
敵
対
相
手
を
告
訴
し
、
一
方
地
方
官
側
も
こ
の
条
項
を
適
用

す
る
こ
と
が
一
般
的
で
あ
っ
た
。
「
畏
る
る
べ
き
の
威
」
を
以
て
自
尽
を

　
せ
ま「

逼
っ
た
」
、
と
い
う
事
実
が
た
と
え
認
定
さ
れ
な
く
と
も
、
実
際
に
人
間

ひ
と
り
が
死
ん
だ
こ
と
へ
の
「
配
慮
」
・
遺
族
へ
の
「
同
情
」
と
い
っ
た
要

素
が
、
当
局
に
よ
る
裁
き
を
大
き
く
方
向
付
け
た
。
以
上
の
凄
惨
な
行
為
が

「
風
俗
」
と
し
て
定
着
す
る
背
景
と
し
て
、
著
者
は
以
下
の
二
点
を
提
示
す

る
。
一
つ
に
は
親
族
の
自
死
す
ら
交
渉
材
料
に
利
用
す
る
と
い
う
こ
と
の
裏

に
あ
る
、
一
種
目
「
行
為
規
範
扁
「
秩
序
意
識
」
が
、
二
つ
に
は
紛
争
当
事

者
双
方
の
バ
ラ
ン
ス
を
勘
案
し
て
「
安
易
に
」
威
逼
条
を
適
用
し
よ
う
と
す

る
地
方
官
側
の
対
応
が
（
そ
し
て
そ
れ
を
許
容
す
る
中
国
の
「
法
文
化
」

が
）
、
構
造
的
な
フ
ァ
ク
タ
と
し
て
常
に
機
能
し
続
け
、
当
地
で
の
「
伝

統
」
と
し
て
「
専
有
の
型
」
を
構
成
し
て
い
た
と
い
う
［
第
十
【
章
「
伝
統

中
国
に
お
け
る
図
頼
の
構
図
」
］
。

　
著
者
｝
流
の
迫
力
あ
る
筆
致
を
伝
え
き
れ
な
い
の
が
残
念
で
は
あ
る
が
、

以
上
、
本
書
の
大
ま
か
な
内
容
を
駆
け
足
で
紹
介
し
て
き
た
。
本
レ
ヴ
ュ
ー

の
冒
頭
で
本
書
の
特
徴
と
し
て
挙
げ
た
三
点
を
錯
ま
え
つ
つ
、
特
に
前
二
者

を
め
ぐ
っ
て
、
本
書
の
到
達
点
が
ど
こ
に
あ
り
、
こ
の
到
達
点
に
よ
っ
て
ど

の
よ
う
な
問
題
設
定
が
可
能
と
な
る
か
、
と
い
う
点
に
つ
き
評
者
な
り
に
考

え
て
み
た
い
。

　
第
一
に
、
本
書
に
お
け
る
空
間
の
叙
述
さ
れ
方
。
本
書
に
収
め
ら
れ
た
論

考
が
一
種
の
、
そ
れ
も
良
質
な
「
地
域
研
究
」
と
な
っ
て
い
る
点
を
ま
ず
特

筆
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
現
時
点
で
の
明
清
史
研
究
の
本
流
は
、
当
該
時
期
申

国
社
会
の
特
徴
を
最
も
集
約
的
か
つ
鮮
明
に
示
す
（
と
さ
れ
る
）
、
長
江
下

流
地
域
を
重
点
的
分
析
対
象
と
し
て
行
わ
れ
て
き
て
い
る
。
一
六
世
紀
以
降

に
お
け
る
東
ア
ジ
ア
で
生
じ
た
諸
変
動
を
説
明
す
る
際
に
、
農
業
・
手
工
業

部
門
に
て
大
き
な
躍
進
を
遂
げ
、
社
会
構
造
の
面
で
も
何
ら
か
の
断
続
性
を

呈
し
た
、
長
江
下
流
デ
ル
タ
を
重
点
的
な
叙
述
対
象
と
す
る
こ
と
、
こ
の
点

自
体
に
侮
ら
問
題
は
な
い
。
む
し
ろ
、
数
多
の
研
究
者
が
自
覚
的
に
江
南
地

域
へ
自
ら
の
研
究
を
特
化
さ
せ
た
こ
と
を
通
じ
、
明
清
「
社
会
経
済
史
」
研

究
は
一
九
七
〇
年
代
よ
り
　
躍
メ
ジ
ャ
ー
の
地
位
へ
引
き
上
げ
ら
れ
た
と
雷

っ
て
も
過
言
で
は
な
か
ろ
う
。
そ
し
て
実
際
、
八
○
年
代
以
降
、
経
済
学
・

地
理
学
・
農
学
・
工
学
や
宗
教
学
等
々
の
関
連
デ
ィ
シ
プ
リ
ン
の
学
知
も
動

員
し
、
門
江
南
旧
史
が
圧
倒
的
な
厚
み
を
も
っ
て
研
究
成
果
を
積
み
重
ね
て

き
た
の
は
、
既
に
周
知
の
こ
と
に
属
す
る
。

　
た
だ
一
方
で
、
こ
れ
ら
の
明
清
史
研
究
で
明
ら
か
に
さ
れ
た
諸
知
見
－

手
工
業
発
展
・
地
主
－
佃
戸
関
係
の
変
容
・
抗
租
抗
糧
闘
争
の
論
理
・
社
会

編
成
の
組
み
換
え
・
秩
序
変
動
と
地
域
リ
ー
ダ
ー
析
出
な
ど
一
が
、
明
確

に
「
江
南
」
地
域
の
み
に
内
属
す
る
も
の
と
し
て
語
ら
れ
て
き
た
わ
け
で
は

な
い
点
に
も
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。
実
質
的
に
は
「
江
南
」
の
士
大
夫
層
に

よ
っ
て
書
か
れ
た
方
志
や
文
集
類
の
記
述
に
基
づ
い
て
組
み
立
て
ら
れ
て
き

た
様
々
な
像
は
、
一
六
世
紀
以
降
の
「
中
国
」
を
表
徴
す
る
も
の
と
し
て
一

人
歩
き
し
て
い
る
観
が
あ
る
。

　
恐
ら
く
そ
の
理
由
と
し
て
、
次
元
を
異
に
す
る
（
が
相
互
に
重
な
る
）
以

下
三
点
の
問
題
に
整
理
で
き
る
だ
ろ
う
。
①
こ
れ
は
誰
で
も
予
想
で
き
る
点

で
あ
ろ
う
が
、
近
世
「
江
南
」
史
の
厚
み
に
比
肩
し
う
る
実
証
成
果
が
、
未

だ
他
の
ど
の
地
域
に
つ
い
て
も
蓄
積
さ
れ
て
お
ら
ず
、
相
互
に
比
較
対
照
し

た
上
で
の
議
論
が
（
水
利
工
学
・
集
落
立
地
等
に
関
す
る
チ
ャ
オ
プ
ラ
ヤ
n

デ
ル
タ
と
の
そ
れ
を
除
け
ば
）
実
質
的
に
殆
ど
閉
ざ
さ
れ
て
い
る
こ
と
。
②
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評灘㌃

日

江
南
と
比
較
対
照
す
べ
き
「
地
域
」
の
枠
組
み
が
、
必
ず
し
も
自
明
で
は
な

い
こ
と
。
仮
に
従
来
の
「
江
南
」
史
の
知
見
を
相
対
化
し
う
る
別
の
デ
ー
タ

を
、
他
「
地
域
」
に
お
い
て
見
出
し
得
た
と
し
て
も
、
「
江
南
偏
と
同
レ
ベ

ル
で
対
比
し
う
る
「
地
域
扁
範
囲
を
措
定
す
る
こ
と
自
体
は
、
実
際
問
題
そ

れ
ほ
ど
容
易
な
こ
と
で
は
な
い
。
③
「
地
域
」
と
い
う
用
語
法
に
関
わ
る
問

題
。
「
地
域
」
を
一
つ
の
限
定
さ
れ
た
地
理
開
静
に
閉
じ
こ
め
ず
に
、
極
力

同
時
代
入
の
認
知
体
系
に
密
着
し
つ
つ
当
時
の
生
活
世
界
を
描
き
出
そ
う
と

す
る
方
向
性
が
、
一
九
八
○
年
代
以
降
の
明
清
史
研
究
で
積
極
的
に
打
ち
出

さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
使
用
さ
れ
る
「
地
域
扁
と
は
、
一
定
の
社
会
関
係
が

機
能
す
る
た
め
の
所
与
の
状
況
を
記
述
す
る
語
彙
に
過
ぎ
ず
、
特
定
の
均
質

地
域
や
機
能
地
域
と
い
っ
た
、
分
析
単
位
の
設
定
に
正
当
性
を
与
え
る
枠
組

み
と
し
て
の
「
地
域
」
で
は
な
い
。
従
っ
て
、
こ
う
し
た
非
実
体
論
と
し
て

の
「
地
域
社
会
論
」
に
お
い
て
は
、
陣
門
地
域
」
単
位
ご
と
の
個
性
記
述
的

な
ス
タ
イ
ル
は
採
り
得
ず
、
往
々
に
し
て
、
例
え
ば
「
近
世
中
国
」
固
有
の

型
と
い
っ
た
形
で
の
｝
般
化
を
行
う
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
。

　
明
ら
か
に
、
本
書
の
著
者
が
突
破
し
よ
う
と
す
る
の
は
①
の
問
題
点
で
あ

る
。
そ
し
て
こ
れ
だ
け
多
く
の
史
実
を
発
掘
し
得
た
段
階
で
、
半
ば
こ
の
試

み
は
成
功
し
て
い
る
の
は
間
違
い
な
い
。
「
江
南
」
と
対
置
可
能
な
地
域
概

念
と
し
て
こ
こ
で
は
門
福
建
」
が
取
り
上
げ
ら
れ
、
農
業
生
産
・
物
流
・
金

融
・
社
会
組
織
・
紛
争
な
ど
実
に
数
多
く
の
問
題
群
が
狙
撃
に
の
ぼ
さ
れ
る
。

本
書
を
通
読
す
る
こ
と
に
よ
り
、
読
者
は
、
明
清
代
の
福
建
農
村
と
い
う
の

が
一
体
ど
の
よ
う
な
社
会
空
間
で
あ
っ
た
の
か
に
つ
い
て
、
あ
る
程
度
ま
と

ま
っ
た
イ
メ
ー
ジ
を
手
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
他
に
も
出
版

業
・
海
外
交
易
・
宗
族
な
ど
、
我
々
の
想
起
し
や
す
い
「
福
建
」
属
性
で
あ

り
な
が
ら
本
書
で
殆
ど
触
れ
ら
れ
な
い
モ
チ
ー
フ
を
問
題
に
す
る
向
き
も
あ

ろ
う
が
、
本
書
の
著
者
に
よ
る
真
岡
な
史
料
探
索
を
通
じ
て
開
示
さ
れ
た

「
福
建
」
農
村
の
具
体
像
、
こ
れ
を
ま
ず
は
共
有
財
産
と
し
て
尊
重
す
べ
き

で
あ
る
。
｝
田
両
主
な
ど
に
よ
り
占
有
関
係
が
錯
綜
し
た
場
合
に
お
け
る
佃

戸
た
ち
の
行
動
様
式
、
商
晶
生
産
と
食
糧
需
給
と
の
連
関
、
そ
し
て
こ
う
し

た
ス
テ
ー
プ
ル
に
対
す
る
人
々
の
主
張
の
あ
り
方
な
ど
、
本
書
に
よ
り
明
清

農
村
社
会
研
究
の
裾
野
は
、
問
違
い
な
く
拡
が
っ
た
。

　
た
だ
～
方
で
、
「
福
建
」
農
村
の
分
析
を
通
じ
て
事
例
の
豊
富
化
が
実
現

し
た
後
（
そ
し
て
対
照
の
目
的
語
と
し
て
「
江
南
」
を
常
に
念
頭
に
置
く
限

り
に
お
い
て
）
、
す
ぐ
さ
ま
上
記
②
③
の
問
題
が
不
可
避
的
に
立
ち
現
れ
る
。

非
穀
生
産
地
帯
に
お
け
る
食
糧
暴
動
・
日
常
的
な
小
作
料
不
払
い
、
こ
れ
ら

が
特
定
の
門
祉
会
経
済
的
扁
条
件
下
に
お
い
て
初
め
て
発
生
す
る
こ
と
自
体

は
明
ら
か
で
あ
っ
て
も
、
各
現
象
そ
の
も
の
は
、
当
然
な
が
ら
「
福
建
」
特

有
の
も
の
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
従
っ
て
、
州
江
南
」
史
の
比
較
対
象
と

し
て
「
福
建
」
を
設
定
す
る
こ
と
の
妥
当
性
と
い
う
レ
ベ
ル
で
の
問
題
の
み

な
ら
ず
、
著
者
が
明
ら
か
に
し
ょ
う
と
し
た
課
題
群
を
扱
う
上
で
は
、
「
福

建
と
い
う
視
座
」
（
本
書
五
一
五
頁
）
の
有
効
性
に
つ
い
て
も
そ
れ
自
体
問

わ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
対
象
テ
ー
マ
と
対
象
「
地
域
」
措
定
と
の

整
合
性
・
不
整
合
性
と
い
う
ア
ポ
リ
ア
は
、
D
・
シ
ン
ガ
ー
や
板
垣
雄
三
ら

に
よ
っ
て
夙
に
指
摘
さ
れ
、
「
地
域
比
較
」
を
行
う
際
に
は
常
に
問
題
と
な

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
の
点
で
、
「
福
建
に
特
殊
な
社
会
経
済
的
状
況
」
（
本

書
六
・
五
～
八
頁
）
と
い
う
問
題
設
定
が
よ
り
効
力
を
発
揮
す
る
た
め
に
は
、

「
福
建
」
と
い
う
一
種
の
形
式
地
域
を
分
析
対
象
に
措
定
す
る
イ
ン
プ
リ

ケ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
、
今
一
つ
突
っ
込
ん
だ
叙
述
が
必
要
な
の
で
は
な
い

か
。
具
体
的
に
は
、
土
壌
・
植
生
・
言
語
か
ら
人
口
・
移
民
等
々
に
亘
る

デ
ー
タ
を
網
質
的
に
収
集
す
る
、
①
の
「
地
域
研
究
」
の
王
道
一
嘗
て
ア
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ナ
ー
ル
箋
擬
製
に
お
い
て
試
み
ら
れ
た
如
き
「
分
厚
い
記
述
」
1
も
一

つ
の
範
例
だ
ろ
う
し
、
或
い
は
抗
租
と
一
田
両
主
制
と
の
関
係
性
か
ら
正
面

突
破
を
図
る
な
ら
ば
、
こ
の
形
成
過
程
と
し
て
の
「
開
発
史
」
の
視
点
も
不

可
欠
と
な
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
な
ぜ
「
福
建
」
を
取
り
上
げ
る
の
か
と
い

う
点
に
つ
い
て
、
研
究
の
空
白
と
い
っ
た
レ
ベ
ル
を
一
歩
踏
み
越
え
た
先
の

積
極
的
な
動
機
付
け
が
、
（
か
く
も
大
部
な
研
究
書
に
し
て
は
）
些
か
弱
い

と
感
じ
る
の
は
、
恐
ら
く
評
者
の
み
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

　
第
二
に
、
本
書
に
お
け
る
時
間
の
取
り
扱
わ
れ
方
。
こ
れ
は
本
書
の
特
徴

の
二
番
目
に
挙
げ
た
、
著
者
に
よ
る
「
日
常
的
抗
租
」
へ
の
切
り
込
み
に
関

わ
る
問
題
で
あ
る
。
著
者
が
抗
租
を
「
佃
戸
層
の
交
渉
力
の
非
可
逆
的
増

大
」
と
い
う
文
脈
か
ら
切
り
離
し
、
土
地
制
度
や
食
糧
需
給
等
の
問
題
群
と

接
合
さ
せ
て
論
じ
た
こ
と
は
、
疑
い
な
く
貴
重
な
研
究
成
果
で
あ
ろ
う
。
大

雑
把
に
書
え
ば
、
単
系
発
展
段
階
論
を
主
要
な
参
照
枠
と
し
た
い
わ
ゆ
る

「
戦
後
歴
史
学
」
に
対
す
る
、
異
議
申
し
立
て
の
契
機
と
意
義
を
学
説
史
的

に
は
ひ
と
ま
ず
見
出
し
う
る
。

　
だ
が
先
に
③
で
触
れ
た
、
「
地
域
研
究
」
と
「
地
域
社
会
論
」
と
の
種
差

を
踏
ま
え
た
場
合
、
事
態
は
よ
り
厄
介
な
様
相
を
呈
す
る
。
著
者
が
（
特
に

第
四
部
以
降
）
頻
用
す
る
「
〈
持
続
〉
的
位
相
扁
「
固
有
の
型
」
と
い
う
表
現

自
体
に
は
、
歴
史
上
の
諸
現
象
を
向
目
的
な
シ
ス
テ
ム
変
化
の
裡
に
整
序
す

る
こ
と
へ
の
、
或
い
は
そ
の
シ
ス
テ
ム
原
理
が
普
逓
的
に
適
用
さ
れ
る
こ
と

に
対
す
る
、
批
判
的
な
意
味
合
い
・
疑
念
が
内
包
さ
れ
て
い
る
。
「
地
域
研

究
」
で
あ
れ
「
地
域
社
会
論
」
で
あ
れ
、
こ
の
疑
念
そ
の
も
の
は
間
違
い
な

く
共
有
さ
れ
て
い
る
と
考
え
る
。
そ
し
て
結
果
的
に
、
各
社
会
固
有
の

「
型
篇
検
出
と
い
う
叙
述
の
ス
タ
イ
ル
に
収
敏
し
が
ち
な
点
も
、
ま
た
共
通

し
て
い
る
。
た
だ
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ブ
の
戦
略
と
し
て
、
方
向
性
は
い
く
つ
か

に
分
岐
す
る
。
“
不
当
に
”
整
序
・
単
純
化
さ
れ
単
系
発
展
段
階
論
を
適
用

さ
れ
た
「
地
域
扁
を
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
中
立
的
な
形
で
把
握
す
べ
く
、
ま
ず

は
ひ
た
す
ら
基
本
情
報
を
集
積
す
る
（
そ
し
て
デ
ィ
シ
プ
リ
ン
横
断
的
な
早

知
を
組
織
す
る
）
か
、
或
い
は
基
本
情
報
の
欠
如
と
い
う
次
元
と
は
別
に
、

向
目
的
な
シ
ス
テ
ム
変
化
と
は
異
な
っ
た
位
相
を
、
歴
史
事
象
群
か
ら
再
構

成
す
る
か
。
む
ろ
ん
こ
の
両
者
の
方
向
性
が
、
　
人
の
研
究
者
の
中
で
相
矛

盾
す
る
こ
と
な
く
共
存
す
る
こ
と
も
、
論
理
の
組
み
立
て
次
第
で
充
分
可
能

で
は
あ
る
。
た
だ
そ
の
場
合
、
ま
ず
分
析
対
象
と
な
る
「
地
域
」
を
確
定
し

た
後
、
そ
の
「
地
域
」
を
主
語
に
、
何
ら
か
の
属
性
・
変
化
・
持
続
と
い
っ

た
述
語
を
附
与
す
る
と
い
う
の
が
、
最
も
分
か
り
や
す
く
（
そ
し
て
恐
ら
く

最
も
順
当
な
）
手
続
き
で
あ
ろ
う
。

　
本
書
の
場
合
、
〈
持
続
〉
の
主
体
と
な
り
う
る
対
象
範
曜
は
、
必
ず
し
も

～
義
的
な
も
の
で
は
な
い
。
言
い
換
え
る
な
ら
ば
、
「
動
か
ざ
る
歴
史
」
を

律
す
る
時
間
系
列
の
適
用
対
象
が
、
多
岐
に
亘
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
そ
し
て
恐
ら
く
こ
の
点
が
、
本
書
を
通
読
し
て
評
者
に
蠕
り
を
生
じ
さ

せ
た
問
題
だ
と
考
え
る
。

　
例
え
ば
、
「
（
福
建
に
お
け
る
）
日
常
的
抗
租
の
持
続
的
展
開
」
（
四
九

頁
）
と
あ
る
の
は
、
文
字
通
り
「
福
建
」
内
で
発
生
し
た
類
似
的
現
象
の
継

起
を
表
現
す
る
下
り
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
第
九
章
以
降
、
〈
持
続
〉
の
主
語

は
「
伝
統
中
国
」
へ
と
読
み
換
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
、
本
書
第

四
部
で
の
分
析
揖
象
と
す
る
「
図
頼
」
類
似
現
象
の
拡
が
り
・
分
布
を
考
え

れ
ば
、
至
極
真
っ
当
な
こ
と
で
は
あ
る
。
た
だ
、
前
者
の
場
合
、
翌
夕
作
の

遍
在
や
田
面
－
田
底
の
分
離
と
い
う
事
実
の
超
長
期
的
存
続
と
、
「
抗
租
」
現

象
の
〈
持
続
〉
と
が
関
連
づ
け
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
後
者
で
は
、
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評書

「
中
国
」
独
自
の
「
規
範
意
識
」
門
法
文
化
」
の
あ
り
方
か
ら
叢
話
発
生
を

説
明
す
る
。
こ
の
立
論
を
敢
え
て
敷
術
す
れ
ば
、
＠
抗
租
の
特
殊
な
あ
り
方

は
、
「
編
輯
」
と
い
う
固
有
の
（
「
社
会
経
済
的
」
内
実
を
帯
び
た
）
実
体
が

持
続
的
に
存
在
す
る
こ
と
と
、
相
即
的
で
あ
る
。
⑤
図
頼
と
い
う
現
象
が
継

起
す
る
こ
と
は
、
「
中
国
」
と
い
う
固
有
の
実
体
が
持
続
的
に
存
在
す
る
こ

と
と
、
相
即
的
で
あ
る
、
と
い
う
シ
ン
メ
ト
リ
ッ
ク
な
命
題
二
点
が
導
き
出

さ
れ
る
。
両
者
の
命
題
の
立
て
ら
れ
方
を
見
る
限
り
、
同
一
の
現
象
が
継
起

的
に
発
生
す
る
（
或
い
は
広
範
に
観
測
さ
れ
る
）
こ
と
自
体
が
、
＝
疋
の

「
型
」
や
「
〈
持
続
〉
的
位
相
扁
を
語
る
根
拠
と
な
っ
て
い
る
よ
う
に
見
受

け
ら
れ
る
。

　
だ
が
、
異
な
っ
た
時
期
（
地
域
）
に
お
い
て
類
似
現
象
が
連
続
的
に
（
広

範
に
）
観
測
さ
れ
る
こ
と
と
、
そ
の
こ
と
か
ら
一
定
の
実
体
に
内
属
す
る
持

続
的
構
造
（
通
時
的
ア
ス
ペ
ク
ト
と
い
う
意
味
で
の
「
位
相
」
）
を
見
い
だ

す
こ
と
と
は
、
理
論
操
作
奪
い
ち
お
う
区
別
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
「
構
造
」

と
呼
ぶ
以
上
、
現
象
面
の
類
似
や
相
違
と
は
次
元
を
異
に
し
た
（
或
い
は
個

別
事
象
の
総
和
と
は
異
な
る
）
、
現
象
そ
の
も
の
を
貫
く
パ
タ
ー
ン
や
メ
タ

規
範
を
名
指
す
は
ず
で
あ
る
。
少
な
く
と
も
斯
学
で
も
、
村
松
祐
次
・
滋
賀

秀
三
・
岩
井
茂
樹
ら
の
提
示
す
る
構
造
論
は
こ
の
よ
う
な
構
成
を
と
っ
て
い

る
。
こ
れ
ら
は
、
一
打
両
軍
や
商
品
生
産
と
い
っ
た
現
象
面
で
の
問
題
と
は

明
ら
か
に
別
物
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
⑤
の
図
頼
と
い
う
現
象
そ
の
も
の
に
関

し
て
も
、
例
え
ば
「
中
国
独
自
の
死
生
観
」
（
こ
れ
自
体
論
証
を
必
要
と
す

る
内
容
で
あ
る
）
や
「
中
国
独
自
の
法
文
化
」
と
い
う
よ
う
な
も
の
か
ら
必

ず
し
も
～
元
的
に
解
釈
を
導
き
出
す
べ
き
で
は
な
い
、
と
評
者
は
考
え
る
。

激
憤
に
駆
ら
れ
（
或
い
は
冷
徹
な
利
益
計
算
の
上
で
）
屍
を
紛
争
現
場
に
持

ち
込
む
、
と
い
う
行
為
自
体
は
、
先
行
事
例
を
参
照
光
と
し
つ
つ
選
択
さ
れ

た
も
の
で
あ
っ
て
、
現
象
の
持
続
も
こ
う
し
た
事
例
の
成
否
に
よ
っ
て
基
礎

付
け
ら
れ
る
。
成
否
の
鍵
を
握
る
の
は
、
む
ろ
ん
事
実
的
推
移
の
束
た
る
一

種
の
制
度
や
「
法
文
化
」
の
あ
り
方
だ
ろ
う
が
、
さ
り
と
て
「
図
頼
」
現
象

の
持
続
を
こ
う
し
た
あ
り
方
の
反
映
（
五
…
七
頁
）
と
し
て
説
明
す
る
の
み

で
は
不
充
分
で
は
あ
る
ま
い
か
。
原
理
的
に
言
え
ば
、
逆
に
こ
う
し
た
「
文

化
」
や
「
構
造
」
「
型
」
と
い
っ
た
メ
タ
概
念
こ
そ
、
数
多
の
事
象
の
現
れ

方
に
よ
っ
て
定
義
さ
れ
・
説
明
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
り
、
そ
の
逆
で
は
な

い
か
ら
で
あ
る
。
説
明
す
べ
き
も
の
を
以
て
先
験
的
な
前
提
に
す
る
と
い
う
、

一
種
の
先
決
問
題
要
求
の
虚
偽
碧
霧
け
δ
早
げ
①
σ
q
α
q
ぎ
σ
q
が
こ
こ
で
は
犯
さ
れ

て
い
る
。

　
さ
ら
に
、
著
者
の
立
場
か
ら
す
れ
ば
、
事
象
の
現
れ
方
は
、
各
「
地
域
」

固
有
の
門
社
会
経
済
的
」
状
況
に
対
し
被
拘
束
的
で
あ
る
。
本
書
で
括
り
嵐

さ
れ
る
時
空
系
の
セ
ッ
ト
と
し
て
は
、
前
半
部
に
「
福
建
」
、
第
四
部
以
降

は
「
中
国
」
が
挙
げ
ら
れ
る
。
層
位
を
異
に
す
る
複
数
の
〈
持
続
的
〉
実
体

を
見
出
し
叙
述
す
る
こ
と
に
よ
り
、
い
く
つ
か
の
難
問
を
抱
え
る
よ
う
余
儀

な
く
さ
れ
る
。
上
位
範
疇
（
こ
こ
で
は
「
中
国
」
）
の
「
型
」
が
、
「
社
会
経

済
的
」
な
状
況
に
規
定
さ
れ
様
々
な
相
貌
の
ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
よ

う
に
な
る
の
だ
、
と
い
う
説
明
方
法
が
往
々
に
し
て
な
さ
れ
る
が
、
だ
と
す

れ
ば
上
位
範
型
自
体
は
何
ら
環
境
要
因
に
拘
束
さ
れ
ず
に
構
成
さ
れ
る
も
の

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
つ
ま
り
、
「
福
建
」
の
「
型
」
と
「
中
国
」
の

「
型
」
と
で
は
、
論
理
が
構
成
さ
れ
る
契
機
が
異
な
っ
て
く
る
わ
け
で
あ
る
。

　
恐
ら
く
、
「
構
造
論
」
の
難
し
さ
は
こ
こ
に
あ
る
。
一
定
の
時
空
系
を
も

つ
「
型
」
を
想
定
す
る
限
り
、
恐
ら
く
以
上
述
べ
た
よ
う
な
メ
タ
概
念
を
導

入
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
実
は
「
福
建
」
も
突
き
詰
め
れ
ば
打
身
の
構
成
を
も

つ
し
、
こ
れ
を
拡
大
し
て
ゆ
く
と
、
「
科
学
的
宇
宙
観
」
に
基
礎
付
け
を
も
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つ
最
大
規
模
の
時
空
系
（
プ
ロ
！
デ
ル
の
言
う
「
賢
人
た
ち
の
時
間
」
）
に

ま
で
至
る
。
し
か
も
個
々
の
時
空
系
は
v
そ
れ
ぞ
れ
の
社
会
で
共
同
主
観
的

に
形
成
さ
れ
た
認
知
体
系
を
持
っ
て
お
り
、
そ
れ
自
体
は
必
ず
し
も
「
社
会

経
済
的
状
況
」
や
環
境
要
因
に
よ
っ
て
無
媒
介
に
拘
束
さ
れ
て
は
い
な
い
。

こ
う
し
た
規
定
的
要
因
群
を
実
体
化
し
た
場
合
、
そ
れ
こ
そ
超
歴
史
的
で
反

証
困
難
な
「
風
土
論
」
に
陥
っ
て
し
ま
う
か
ら
で
あ
る
（
か
か
る
「
風
土
」

的
パ
タ
ー
ン
認
識
自
体
、
国
民
・
国
家
の
形
成
に
伴
っ
て
歴
史
的
に
構
成
さ

れ
た
も
の
で
あ
る
）
。
要
は
、
「
地
域
」
「
社
会
経
済
」
「
〈
持
続
〉
的
位
相
」

と
い
う
概
念
群
を
ワ
ン
セ
ッ
ト
で
適
切
に
説
明
し
う
る
語
彙
と
論
理
体
系
を
、

我
々
は
（
少
な
く
と
も
評
者
は
）
未
だ
獲
得
し
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
A
5
判

る
。

（762）

　
著
者
の
意
図
・
本
書
が
提
示
し
た
豊
か
な
内
容
か
ら
大
き
く
乖
離
し
た
、
　
　
4
0

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

し
か
も
全
く
地
に
足
が
つ
い
て
い
な
い
内
容
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
以
上
、

本
書
に
よ
っ
て
触
発
さ
れ
た
評
者
の
問
題
意
識
を
敢
え
て
未
整
理
な
ま
ま
述

べ
て
き
た
。
以
上
は
、
恐
ら
く
「
社
会
経
済
」
や
「
地
域
」
を
問
題
と
す
る

記
す
べ
て
が
直
面
す
る
問
題
で
あ
ろ
う
し
、
ま
た
評
者
自
身
、
本
書
を
通
読

す
る
こ
と
が
な
け
れ
ば
ま
と
も
に
こ
の
問
題
に
向
き
合
う
こ
と
も
な
か
っ
た

ろ
う
。
こ
こ
に
本
書
の
著
者
に
感
謝
す
る
と
共
に
、
怠
慢
ゆ
え
に
書
評
が
大

き
く
遅
れ
た
こ
と
を
深
く
お
詫
び
す
る
次
第
で
あ
る
。

五
七
四
頁
　
二
〇
〇
二
年
二
月
　
北
海
道
大
学
図
書
刊
行
会
　
税
別
一
〇
〇
〇
〇
円
）
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